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1046 No Shinkei Geka・40巻 11号・2012年 11月

　本号の扉で中村博彦先生が，「超高齢化社会における脳神経外科医」について書い
ておられる．興味深く拝読した．すでに地方は超高齢化社会の中にある．地方の関連
病院では，入院患者の多くが 70 歳代，80 歳代，90 歳代であり，外来患者も 60 歳代
であればとても若く感じるほどである．30 年前，80 歳以上で SAHの開頭手術をする
のは論外であったと思う．80 歳代の SAH患者など本当に珍しかったので，適応なし
でも支障はなかった．現在，超高齢者に対する手術適応は“済し崩し”に広がってい
る．中村先生が指摘するように，社会環境も変化したし，高齢者自身も変化したかも
しれない．若・壮年であれば，救命を大義に医療者も家族も迷いなく手術を考えるが，
超高齢者のような適応の辺縁では，医療者・家族ともにさまざまな事情，思惑の入り
込む余地があるのも事実である．
　もう一度超高齢者の脳神経外科医療に正対すべきであると思う．非高齢者 SAHの
術後成績を見れば，通常術前重症度グレードの悪化に従って予後不良群は，階段を上
るように増えてくる．しかし高齢者群では，はじめからもう 1段高い階段を上るよう
に，予後不良群が増えてくる．このはじめからの 1段は，縮小の余地があるのか，あ
るいは高齢者とはそのようなものとして受け入れなければならないのか．いずれ通常
の治療の対象の多くが高齢者・超高齢者となってくることを覚悟しなければならない．
超高齢者をどこまで手術するかを再考してもよい時期にきていると思う．手前味噌に
なるが，来年 3月に東京で開催される日本脳卒中の外科学会では，80 歳代の SAHを
どうするかをテーマにシンポジウムを組んだ．ご議論いただければ幸いである．
　超高齢者についてもう 1点．最近終末期医療についての社会的関心が高まってい
る．超高齢者であっても盲目的に終末期に濃厚な医療を継続することの是非は，もっ
と問われるべきである．今後，施策として在宅医療がさらに推進されると思われる
が，それは脳卒中・脳腫瘍・外傷などさまざまな終末期患者を抱える脳神経外科医に
とっても，少なからず負担軽減になると思う．終末期医療に関する医療経済や倫理に
ついて，国民の理解がさらに深まることを期待したい．
　本号には他に，大変教育的な「特発性正常圧水頭症」の総説や，慢性硬膜下血腫の
再発抑制に漢方を併用した研究，興味ある症例報告などが寄せられており，執筆・投
稿いただいた先生方に感謝申し上げます．

冨永　悌二
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